








要約:ウイルソン病では血中のホロセルロプラスミンが低値になるのが特徴的である。こ

の特徴は疾患の診断にも応用されている。そこで我々はウイルソン病のマススクリーニン

グを目的として、ホロセルロプラスミンだけを認識する抗ホロセルロプラスミンモノクロ

ーン抗体を用いた酵素抗体法を開発した。検査試料としては毛細管血又は濾紙血を使用す

る。採血から側定キットまでを一括して開発し、実際に使用してみたところ患者と正常を

容易に区別することが出来た。基本的には毛細管血、濾紙血の双方を用いて、ウイルソン

病のマススクリーニングは可能と考えられた。今回の研究結果から我々が開発したモノク

ローン抗体を用いたELISA 法(酵素抗体法)はウイルソン病のマススクリーニングに応用可

能であることが明らかになった。今後は(1)試料の選択(2)採血時期の問題について検討す

る必要がある。


